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一 参与観察調査からの中間報告一一

ダニエル・ロング

1.伊賀上野の多言語コミュニティ

本稿で三重県伊賀市 (旧上野市も含むので,以降「伊賀上野」と呼ぶ)に見

られる多言語使用を取り上げるが,その予備調査の結果に入る前にどうしてこ

の地域を対象にしようと考えたかを簡単に説明する。

筆者が2010年 7月 に伊賀上野を訪れたとき,土曜日の夕方,町の中心部に近

い住宅街を散歩していた。そこで三人の女性が後ろから自転車に乗って来た。

後で近くにキリスト教会があったことを知ったが,彼女らが筆者に「教会でも

探しているのですかJと声をかけてくれて,案内してくれると言った。話して

みると,三人は中国人で,向かっている夜のミサは英語によるものだと分かっ

た。筆者は用事があってその夜には行けなかったが,この女性たちの心の温ま

る行為に感動を覚えて,翌朝のミサに行ってみることにした。

その日のミサは日本語を中心に行なわれたが,多様な母語を持つ人が集まっ

ていた。それが分かったのは, ミサの途中に隣や前後の席の人と握手し挨拶を

交わす際であった。そしてミサ終了後に多数の人が初対面である筆者に挨拶し

たり,歓迎の意を伝えたりしたのである。その日の30数名の参列者のうち, 3

分の 1は外観上日本人に見えない人であった。分かっているだけで,前列に

座っていた30代フイリピン人夫婦と小学校低学年の娘,後列にいた50代の韓国

人女性,そ してミサ終了後に話しかけてくれた30代のベルー人女性がいた。

この外国人コミュニテイの親切さも記憶に残ったが,学者として興味深く
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思ったのは,(英で話したフイリピンの人を除いて)全員が筆者に日本語で話

しかけたことである。この多言語コミユニテイは日本語を共通言語として使っ

ている印象を受けた。これまで筆者が関わってきた日本国内の異民族コミュニ

ティはそれぞれ一つのアイデンテイデイを持っていた。石垣島の台湾系島民や

茨城県大洗町のインドネシア人がそうである (ロ ング他2010)。 そして,小笠

原諸島の欧米系島民は歴史的に多数の民族にルーツを持つが,20世紀には「欧

米系」という統一的なアイデンテイテイを持つようになった (Long 2007)。

日本語以外の言語と言えば,石垣は間南語,大洗はインドネシア語,そして小

笠原は英語であった。

一方,伊賀上野で感じたのは,プラジル,ベルー,フ イリピン,韓国,中国

など別々の言語を話す人々が,日本語を共通言語として,お互いを助け合った

り支え合ったりしている状態である。今後,伊賀上野の外国人住民がどのよう

な多言語生活を送っているかを知りたいと思っている。そのコミュニティの

人々と協力して,その状況を調べるとともに,できる限り彼らが日常的に抱え

ている言語問題の解決に応用できるような研究を目指したい。こうした参与観

察型の研究に先立って,本稿では伊賀上野の多言語環境を概説してみる。

2.伊賀上野地域はどのような言語生活環境か

二重県伊賀市の約20人に一人は外国人である。ここでは筆者が見た多言語コ

ミュニテイについて報告する。

伊賀市の約10万人のうち,外国籍の人は4,500人以上いる。全人口の 5%近

くが外国人である。21年度8月 の国籍別のデータ (表 1)か ら言語を推測すれ

ば,約2,500人がポルトガル語,約 500人がスペイン語,約 1,000人が中国語の

話者である。
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表 1 国籍別伊賀市外国人登録者数と割合 (平成21年 8月末現在)

伊賀市外国人登録者数■伊賀市の人口 (外国人含む)=住民に対する登録者の割合
(4,673人 )         (100,846人 )         (463%)

アフガニスタン・イスラム共和国

オーストラリア連邦
バングラデシュ人民共和国

カナダ

中華人民共和国

フランス共和国

ガーナ共和国

ギリシャ共和国

インドネシア共和国

イラン イスラム共和国
ケニア

大韓民国

朝鮮民主主義人民共和国
マレーシア

モンゴル

ネパール

ニユージーランド
パキスタン・イスラム共和国

フイリピン共和国
ルーマニア

8

3

11

3

952

1

1

1

58

2

2

345

35

2

8

1

4

6

69

2

ロシア連邦

スリランカ民主社会主義共和国

タイ王国

オランダ

ドイツ

英国

アメリカ合衆国

ヴェトナム社会主義共和国

プラジル連邦共和国

ペルー共和国

アルゼンテイン共和国

ボリヴイア共和国

チリ共和国
コロンビア共和国

グアテマラ共和国

メキシコ合衆国
パラグアイ共和国

ヴェネズエラ共和国

スペイン語圏合計

4

5

124

1

1

5

8

69

2,454

428

26

13

5

1

1

3

5

6

488

出典 :http://1ww mlc ilfajp/poplllallon llt祠

3.中部地方に見られる多言語状況

伊賀上野が位置する中部地方の言語景観 (庄司他2009)的特徴の一つはポル

トガル語の使用にある。例えば首都圏や京阪神で見る交通関係の標識は多言語

表示になっていれば,日本語と英語,これ以外があれば,中国語と韓国語が加

わる (井上史雄2000の言う「JECK表示」)。 首都圏や京阪神でポルトガル語を

目にすることはさほど多くない。一方,中部ではポルトガル語が標識を見るの

はかなリー般的である。以下の図 1名古屋駅の多言語表示である。上の写真に

見られるのは日本語の「精算機」英語の「Falc AdJusm」 ,韓国語の「刃せフlJ,

中国語「ネト票机」及びポルトガル語の「AJustc dC TanfaJの 五言語である。興

味深いことに平仮名表示の「せいさんき」も併記されている。これは漢字弱者
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である子供のためかもしれないが,来 り越し精算をする小学生の姿は少し想像

しにくい。むしろ「漢字が読めないけど日本語が話せる」外国人
のためではな

いかと思われる。いずれにせよ仮名表示は外国人にはありがた
いものである。

下の写真にも日本語「名鉄線」,英語「Mdtctsu LincJ,中 国語「名鉄銭」,韓

国語「 ullol lll丞 だJと ポルトガル語の「Llnha McltCtsuJの 5言語表示
である。

このように中部地方においてポルトガル語が多いのは日系ブラジ
ル人が集中し

ているためである。首都圏や京阪神にもブラジル人がいるだろうが,集中の度

合いが違うであろう。

ブラジル人に対する中部地方の人の意識がいかにも関東や関西
のそれと違う

ことを表すエピソードがある。筆者が2007年に中部地方
の大学で集中講義を

ゃっているときに,受講生の十数人の中にフイリピンと日本人の
ハーフでタガ

ログ語が話せるバイリンガル男性と,ア メリカ人の父と沖縄の母を持
つバイリ

ンガル女性が含まれていた。それだけに日本社会の多民族化は
「将来の可能性」

ではなく,も はや日常的な現実だと思い知らされた。それ以上に驚
いたのは中

部地方出身者である受講生の意識であつた。集中講義
の三日目にある女性が授

名古屋交通機関のポルトガル語を含む多言語表示
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業に遅刻して来たが,休憩時間に筆者にその詫びと事情説明をした。怪我がな

かったが,交通事故の被害者になっていたらしい。他のクラスメイトに,ぶつ

かってきた相手の車の運転手がブラジル人だということを語った次いでに,

「交通事故と言えばブラジル人だろう ?」 と付け加えた。周りの学生が納得し

た顔をして縦に首を振っていた。もちろんこのエピソードでプラジル人に対す

る差別的発言が気になるのだが,民族差別は (残念ながら)日本などの社会に

おいて今に始まった新しい現象ではない。それよりも日本に生まれつつある意

識の地方差に筆者は驚いた。関西や関東でこうした発言があったら,周 りの学

生はただ意味不明のものとして受け取るだけであろうが,中部の学生は皆この

発言に戸惑いなく同意していた。この発言に現れた民族間の摩擦や民族差別が

生じていることは残念だが, 日本人のブラジル人に対する意識には大きな地域

差があることが事実のようである。

4.観光資源としての方言使用

さて,伊賀上野の多言語状況の実態に話を戻す。伊賀上野は他の多くの地方

都市と同様,現在,方言を文化的観光資源として活用している。図 2(左 と右)

に見るのは町の入り口で道をまたがるアーチ看板である。「いがうえの よう

おこし」 (標準語の「いらっしゃいませ」に当たる表現)と 「芭蕉生誕の地

いがうえの またきてだ―こ」 (「また来てください」の意味)である。

「ようおこし」と「またきてだ―こ」
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こうした「我が町へようこそJの ようなメッセージは全国各地に見られる。

(こ の現象についてはロング (2011予定 a)を参照されたい)。

「また来てだ～こJは町のあちらこちらで見かける。以下の図 3は社団法人

の伊賀上野観光協会の施設の出日に設置されている看板である。だんじり会館

には 3基のだんじりと鬼行列の展示が常設されており,ホームベージには「上

野天神祭の臨場感を感じることができるほか,大迫力の300イ ンチ三面マルチ

スクリーンとステレオ音響で表情豊かな上野の四季を紹介」と書かれている。

同じ施設には伊賀上野地場産買物処,お よび伊賀 L野観光インフォメーション

センターが開設されているので,た くさんの観光客の目につく看板と言える。

伊賀上野の尊敬語表現「～てだ―こJはこれ以外にも町の数箇所で見かける。

「来る」以外に「使う」や「する」という動詞と使われている。例として,上

野市の駅の「伊賀忍者の里へようきてだ～こ」 (図 4),町各地の観光案内所に

掲げられている「お気軽に,使 うてだ～ご,お手洗いJ(図 5),茶屋の前に

あった「どうぞ一服してだあこやJ(図 6)が挙げられる。

=||     
｀
「
1       ~

図 4 上野市駅の「ようきてだ～こJ

図3 だんじり会館の「また来てだ
～こJ
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図5 観光案内所の「お気軽に,使
うてだ～ご,お手洗いJ

5.交通安全メッセージに見られる方言使用

観光客向けのメッセージ以外に方言がよく見られる使用領域は交通安全であ

る (ロ ング2011予定 b参照)。 方言を使うとふざけた印象を与えかねない場合

もあるので,交通安全に方言が各地でよく利用されるという事実は意外に感じ

るかもしれない。しかし,筆者が言語景観を課題にして行なっている授業では

多くの学生が「標準語で書かれている注意呼びかけ看板は見慣れてしまってい

るが,方言で書かれていると意外性があり,印象に残りやすいJと いうように

解釈をしているのである。方言が使われる理由はともかくとして,伊賀上野に

もこうした類の表示を見かけた。

図 7は伊賀上野周辺地域の飲食店に貼られた飲酒運転撲滅運動に関するもの

である。沖縄など他地域に見られる同じ類の表示に比べて方言で書かれている

部分は多くないが,数箇所に見られる。それはお客さんの発話となる「引用文J

図6 茶屋の「どうぞ一服してだあこやJ
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にも出て来るが,店主の視点から書かれた地の文にも登場する。

字が小さいので,表 2で確認する (方言の箇所に下線を引いた)。

表 2 レストランの方言表示

言ったらお得です。

今日の運転手役さんには P「今日はお酒を一滴も飲まず仲間達の足になる。」 (イ ヤ

ヤけど)「今回は家族の足やからお酒は我慢する。J(飲みたいけど)

今日の運転手役さんごくろうさまでございます。お酒をがまんするかわりに,店主

からサービスありますよ～。誇り高く「今日はワタンが運転手Jっ て言うてね～。

お食事だけの,お客さんにも ?

「もともとお酒お酒飲まれへんねん。J(美味しい料理は好きやけど)

「今日は,お酒は飲まない日やねん。J(飲みたいけど)

お食事だけでも来てくれはった人。ほんまにありがとうございます。お礼に店主か

らサービスありますよ～。気軽に「お酒ノマれへんJっ て教えてね～。

図7 方言を使った交通安全表示類
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6.伊賀上野の町中の多言語状況

本稿の第 2節で大都市名古屋で見

られる多言語表示に触れたが,地方

都市である伊賀上野にもよく見られ

る。図 8は伊賀上野観光協会事務局

の入口にある多言語の銘板サイン表

示である。使用されている11言語を

表 3に挙げた。

ちなみに伊賀上野は忍者の里とし

て知られているが,写真の中央に書

かれている文字らしき物は,伊賀市

役所の商工労働観光課が2010年 に,

子供の観光客向けに発案した「忍者

図8「喫煙所」の多言語表示

表 3 喫煙所の多言語表示

1

2

日本語 :喫煙所

英語 :SmOtng area

中国語簡体字 :抽姻区

中國語繁体字 :抽煙E
フランス語 :Esp∝ c fumeuls

ドイツ語 :Rauclleccke

スペイン語 :鳥a para Ftlmantes

ポルトガル語 :Zona de Fumadores

ロシア語 :MecTo ДЛЯ KypeHIIЯ

タイ語:デ s■1●,
アラビア語 :.―  ヽ ■ヽ』:L^

(ピ クトグラフ,絵文字)
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文字Jという遊びの表記である。町中にあるこうした忍者文字看板を解読する

と商品が当たるキャンペーンが実施されているようである。同課がインター

ネットで公開している「解読の書」(図 9)に従って読み解くと左から「あん

ないしょJと 書かれていることが分る。

図9 観光課が発案した「忍者文字」

図10に見られるのは市役所本庁の 5言語表示である。縦書きに「伊賀市役所J

と「。171N■ 」,横書きでは `■ga city Hall",`Municipalidad dc lgゴ '(西語),

“Plcfeltura de lga"(葡 語)である。

図10 伊賀市役所の 5言語表示

-10-



伊賀上野の外国人住民コミュニテイの言語生活環境

さて,上野市駅前にある学習塾の横に,次の多言語表示を見た (図 11)。

図11 六言語による駐輪禁止表示

この写真も字が小さいので,内容を表 4で示す。

表 4 駐輪禁上の多言語表示

Eisu生 以外自転車駐輪禁止です。

在逮りし放祢的自行牟不行。

Don'l stop your b■ kc here

No cstacione su bicicleta aqui

Jフ101 ttdヨ  朴■月書 予q四与 魁瑠■■
Nao cstationc sua bicicleta aqui

これの英語は不自然で,普通は stopではなくpalkで ある。それに日本語で

は「dsu生以外Jと 明記されているが, 日本語以外の言語では単に「ここで (あ

なたの)自転車を止めるな。Jだけとなっている。

この外国語表示で間違っているのは英語だけではないようである。この韓国
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語についてソウルの中央大学校の磯野英治 (私信2010年 12月 7日 )が表5のよ

うに解説し, 2点の間違いを指摘している。

表5 韓国語表示の解説

逐語訳 (グロス)をつけるとこのようになる。

● 呵フ]Oll  嗜型q  4羽 書  早°lバ■  剋増■■
ここに  あなたの  自転車を  置くのは  いけません

「早Ol月七」は日本語の「置くのは」に当たるが,こ こではむしろ「千」」(「置い

ては」)の方が適切である。また, 日本語と同じく,あえて『あなたの』(自転車)

とするのは韓国語として違和感がある。したがつて,修正すると以下のようになる。

0 01フ 1011 ttdオ詈  子■  せ溜■Tl
ここに 自転車を 置いては いけません

中国語において,中国の佳木斯大学教授の張守祥に聞いたところ (私信2010

年12月 7日 ),表示の中国語はネイテイプが書いた物ではないだろうという判

断を示した。写真にある中国語は「在速几放体的自行キ不行Jであるが,むし

ろ「此処禁止停放自行牟」が自然だろうという回答を得た。

もう一つ気になるのは,窓の内側に貼ってある「No mncy hclc(現金は置

いていません。)」 である。日本語が括弧の中に含まれているのが印象的である。

まるで,泥棒向けのメッセージが英語で表示され,日本語はその訳となってい

る感じがする。数年前に東京で,チューン店のコンビニにあった偽札防止対策

のための「両替お断りJの表示が数ヶ国語だつたにも関わらず,日本語は書か

れていなかつた。これが外国人差別だと批判されて問題となった。この塾の駐

輸禁止表示をみれば,自転車の迷惑駐車という軽罪を犯すのは少なくても六ヶ

国語を話す人々であるが,強盗のような重罪を犯すのは英語圏人であるという

印象を受けかねないであろう。

さて,上で名古屋駅にあつた「せいさんき」という仮名表記の交通案内標識

は (日 本語が話せるけど漢字が読めない)外国人のために作られたのではない

かという可能性を筆者が指摘したが,伊賀上野には明らかにこうした外国人の

ために書かれた仮名表記の案内があった (図 12)。 案内作成者 (「書き手」)は
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となっている。

図12 かな表記中心の表示

この写真の主なところを表 6に示した。

外国人向けの文章でよく使われるのは普通の漢字仮名混じりに読み仮名のル

ビを振るという表記法である。(筆者が勤めている大学で留学生向けの案内は

原則としてこうした表記法を取っているが,それは本学の留学生には漢字圏の

-13-

表 6 平仮名中心の表示

がいこくじんのための

``Hclp Desk''

Frcc こまったときに そうだんできます。
PortuguOs,EsPal101,English,中 文 ,Tagalog,Tllal,3ahasa■ ldoncsia

ひみつはまもります。

あんしんして でんわをしてください。
げつようび～きんようび 9:00～ 17:00

側)圭豊鷺旨藤養T訪箇(MIEF)
MIEFで は,外国人住民が安心して生活できるよう,サポートをしています。
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学生が多く含まれているからかもしれない。)しかし,上の張り紙ではこうし

た書き方が団体名以外では一行のみ使われている。あとはむしろ仮名 (のみ)

の表記となっている。

7.一つの教会の多言語状況

本稿の第 1節で伊賀上野に多くの外

国語使用者が暮らしていることを見た。

そして前節でそうした人を対象に作ら

れた多言語表示を公のところに見た。

図12の多言語表示は県の外郭団体が

作ったものであるが,掲示された場所

は町の教会である。図12の右側にはも

う一つの張り紙がある。こちらはこの

教会が独自に作ったものである。ミサ

に関する多言語表示である。日本の多

言語表示全般を見れば,英語が非常に

優位で「主」の立場にあるのに対し,

それ以外の言語は「従属的」な位置に

あると言える。しかし,この表示では

スベイン語がメインで,英語はその下

に書かれており, しかも,スペイン語

で表示されている内容に比べて英語は

簡略化されている。スペイン語ほど

「ていねいにJ書かれていないもので

ある。日本語に訳した内容を表 7で示

す。

大通りの曲がり角の小さなスタンド

表 7 多言語ミサの予定表

(スペイン語)

ミサの時間 :

一土曜日の夜 7:30に

一日曜日の朝 9:00に

日曜日のミサの後,

聖書勉強会があります。

(英語)

日曜日ミサ :

土曜日 7

日曜日 9

ｍ
　
　
ｍ

図13 教会近くの4言語案内板
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看板 (図 13)に は日本語、英語、スペイン語、ポルトガル語で書かれていた。

確かに南米人にはカトリックが多いようだが,冒頭で述べたように筆者が行っ

たこの教会には韓国,中国,フ イリピンの信者もいた。

教会の前にたどり着くと,建物の前の立て看板には日本語と英語,ポルトガ

ル語が書かれていた (図 14)。 これがいつから設置されているか分からないが,

教会のホームページにある2Cll11年 5月 の写真には同じ日英葡の3言語表示の立

て看板が写っている。奥に見られる入日の上に書かれている「御聖堂 cntradaJ

はポルトガル語ともスペイン語とも読めるが,英語はない。

教会の月間予定掲示板を見たら,教会コミュニテイにはスペイン語とポルト

ガル語以外の外国人が多いことが確認できた。例えば,フ イリピン人部会の

ミーティング日程があった。多数の言語で開かれるミサの予定も書かれていた。

ミサは原則として土曜日の夜19時半と日曜日の朝 9時の週二回行なわれてい

るようである。日曜日朝のミサは日本語で,土曜日夜には様々な企画のミサが

行われる。例えば,2010年 7月 は土曜日が 5回あったが,それぞれ以下のよう

になっていた。

図14 教会の前の 3言語表示

-15-
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●第 1土曜 日 スペイン語のミサ

・ 第 2土曜 日 ポル トガル語の ミサ

●第 3土曜日 「子どもと共に捧げるミサ」,(翌 日の日曜日は 9時の日本語

ミサに加えて11:30か らのポルトガル語ミサがあつた)

・ 第 4土曜日 日本語のミサ

●第 5土曜日 英語のミサ

筆者が訪れた2010年 12月 の土曜はスペイン語中心のミサの日であ
つた。しか

し,聖堂内にある「聖歌板J(図 15)が示唆しているように,ス
ペイン語以外

にもポルトガル語や日本語の賛美歌も歌われていた。お祈り,説教,聖書の朗

読にも英語やポルトガル語, 日本語が使われていた。

図15 聖堂内にある「聖歌板 J

-16-

(スペイン語 ミサの日)
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8.一つの教会の多言語状況

日本には多言語のコミュニティが増えつつあるが,その中には様々な形態が

あるようである。表 8で多言語状況を個人レベルとコミュニテイ (共同体,小

社会)レベルに分けて考えることを (筆者が)提唱する。これらを交差させる

ことで 4種類の状況が想像できる。左上のAはモノリンガル個人がモノリン

ガル (単一言語)社会に暮らす場合である。これは日本の伝統的コミュニティ

に見られる典型的なものである。左下のCはバイリンガル個人が暮らしてい

るコミュニティだが,′ イヽリンガルな人は少数であり, しかも日本語モノリン

ガル話者に囲まれているため,コ ミュニティレベルで考えるとバイリンガルと

は言えない場合である。これは偶えば,外国に留学して帰って来た日本人がい

るコミュニティや田舎の外国人花嫁がいるコミユニテイなどの場合である。B

は,X語 を話すモノリンガルな個人もY語を話すモノリンガルな個人が両方

多数暮らしているが,バイリンガルな人が少ないためお互いに会話をすること

なく日常生活を送つている場合である。響きの悪い用語だが,これは「ゲッ

トー化Jという言葉に当たる状況である。残念なことに日本の移民系コミュニ

テイの多くはこれに当たる。

Tsuda(2KX19)が調査対象とした群馬県大泉町に暮らす日系ブラジル人のコ

ミュニティにこうした状況が現れているようである。論文では次のように述べ

ている。

Although the Japa■e BmzlLals o■en workcd t∝ cthcr■ lth thc Japancsc on tllc

sallle f"ow assembly L gcncral conversation bct■ ccn thc Ⅲo groups was kcptto

a barC Fummum alld was usua■ y limitcd to work instruc● ons Llkcwise,o山 a fC■ /

Brazilian ndclJin have sustalned soclal rclatlonshlps宙 th thclr Japancsc co workcls

outsidc thc factory,ha1/e∞ ntact宙 th thcr Japancsc nclghbors,or partlcipate in local

cKInllnllШけ acuvltlcs As a rcsult what illtcraction mey havq witll thc Japancsc outsidc

thc f¨ toll iS genclally Elmtcd to clcrks and wolkcrs 7at local stolcs,banks,and nllll■ cl―
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pal onEccs(211頁 )

Tsudaの参与観察および面接調査は1994～95年に行われたが,彼が指摘して

いる問題は相変わらず残っているようである。例えば,2008年 と2009年に筆者

が大学院生と共に調査している茨城県大洗町のインドネシア人コミュニティに

も同様の問題が見られた。大洗町の場合,不自由なく日本語が話せるインドネ

シア人住民もいる。そしてインドネシア語を熱心に学習している日本人や英語

で外国人住民とコミュニケーションを図る日本人住民もいる。しかし,これら

はいずれも少数派である。大学院生と共に行なった「少人数によるグループ

デイスカッション型」の聞き取り調査では,多 くの参加者は自分の日本語コ

ミュニケーション能力の低さに悩んでいると語っていた。また,イ ンドネシア

人住民の支援団体 (NPO特定非営利活動法人マナドネットジャパンなど)が

あるが,そこで日本人住民との交流を促進することが大きな問題の一つだと

語っていた。しかし,こ れは「日本人が閉鎖的だJや「外国人住民が溶け込ま

ない」ということではないし,お互いに対して嫌悪感を抱いているわけでもな

く,ただ言語の壁が越えにくいということを示唆しているのではないだろうか。

表 8 個人レベルの多言語状況とコミュニテイレベルの多言語状況
コミュニティ (共同体)

モノリンガル バイリンガル

個人レベル

モノリンガル
A

伝統的コミュニティ

B

孤立化 (ゲ ットー化)

コミュニティ

バイリンガル

C

外国人配偶者のいる

コミュニティ

D

交流型コミュニティ

筆者が今回訪れた伊賀上野ではまだ本格的な調査を行っているわけではない。

そこに住む外国人住民は同じような悩みを抱えているかもしれない。ただ,少

なくとも3回にわたり筆者を暖かく迎え入れてくれたカトリック上野教会を中

心とする多民族・多言語信者コミュニテイはDの「交流型Jと でも呼べるコ
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ミュニティに当たると思われる。個人レベルで見ると,母語としてのスペイン

語やポルトガル語,英語,韓国語,中国語以外に日本語の話せる外国籍の構成

員もいれば,スペイン語や英語など外国語が話せる (あるいは少なくてもそれ

らの言語で書かれた賛美歌を歌おうとする)日本人もいる。そして,コ ミュニ

ティレベルで言えば,この教会を活動の拠点としているのは上述のように多言

語共同体と言えよう。
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